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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第45期

第２四半期
連結累計期間

第46期
第２四半期
連結累計期間

第45期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (百万円) 7,721 8,916 17,006

経常利益 (百万円) 306 448 743

四半期(当期)純利益 (百万円) 281 420 662

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 260 533 773

純資産額 (百万円) 7,925 8,866 8,434

総資産額 (百万円) 27,167 29,516 29,505

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 8.44 12.61 19.85

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 29.2 30.0 28.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 500 298 454

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 3 △15 △4

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,056 △192 △480

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 734 1,348 1,257

　

回次
第45期

第２四半期
連結会計期間

第46期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 3.88 5.55

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関す

る事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証

券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において、当社グループが判断した

ものであります。

　

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、経済・金融政策の効果による企業収益の改善や

個人消費の持ち直しなどにより、緩やかな回復の動きが見られるようになりました。

当社グループを取り巻く建設業界は、前年度同様に東北地方での震災復旧・復興関連事業や首都圏

のインフラ整備等の大型プロジェクトが進捗する一方で、建設労働者や資材不足の懸念が出始めてお

ります。

このような経営環境のもと、当社グループは今年度から３ヶ年の中期経営計画がスタートし、国内

では賃貸量が増加し、賃貸単価は適正な水準には至らないものの稼働率は改善傾向にあります。海外

では、タイ丸建株式会社はタイ国の旺盛な建設需要を背景に引き続き好調に推移しており、グループ

全体で収益基盤の強化を図りました。

以上の結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高89億１千６百万円

（前年同四半期比11億９千４百万円、15.5％増）、営業利益２億４千１百万円（同９千３百万円、

62.6％増）、経常利益４億４千８百万円（同１億４千１百万円、46.0％増）、四半期純利益４億２千

万円（同１億３千８百万円、49.3％増）と増収増益になりました。

　

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

①重仮設事業

首都圏や東北地方を中心に賃貸稼働量、販売量共に増加したため、売上高は70億３千万円（前年

同四半期比９億８千１百万円、16.2％増）、セグメント利益は４億９千万円（同１億３千１百万

円、36.7％増）と増収増益になりました。

②重仮設工事事業

首都圏の大型建築工事が進捗したため、売上高は９億７千１百万円（同１億１千９百万円、

14.1％増）、セグメント利益は１千８百万円（同９百万円、103.6％増）と増収増益になりまし

た。

③土木・上下水道施設工事等事業

手持工事が進捗したため、売上高は９億１千５百万円（同９千３百万円、11.4％増）と増収に

なったものの、利益率の低下により、セグメント利益は３千２百万円（同１千９百万円、37.3％

減）と減益になりました。

　

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（２）財政状態の分析

当第２四半期末の資産の部は、受取手形及び売掛金の減少額１億３千８百万円や建設機材の減少額

１億４千３百万円があったものの、投資有価証券の増加額２億８千６百万円などにより、前期末比１

千万円増の295億１千６百万円となりました。

負債の部は、支払手形及び買掛金の減少額４億４千６百万円などにより、前期末比４億２千１百万

円減の206億４千９百万円となりました。

純資産の部は、四半期純利益４億２千万円の計上などにより、前期末比４億３千２百万円増の88億

６千６百万円となり、自己資本比率は1.4ポイント増の30.0％となりました。

　

（３）キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により獲得した資金は、２億９千８百万円（前年同四半期比２億１百万円減）となりま

した。これは税金等調整前四半期純利益４億４千８百万円の計上や売上債権の減少額１億３千８百

万円、たな卸資産の減少額１億６千１百万円があった一方で、仕入債務の減少額４億４千６百万円

などがあったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により使用した資金は、１千５百万円（前年同四半期は３百万円の資金の増加）となり

ました。これは主に、有形固定資産の取得等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により使用した資金は、１億９千２百万円（前年同四半期比８億６千４百万円減）とな

りました。これは主に、短期借入金の返済や配当金の支払によるものであります。

以上の結果、当第２四半期末の現金及び現金同等物は、前期末比９千１百万円増の13億４千８百

万円となりました。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年11月８日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 34,294,400 34,294,400
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は1,000株であります。

計 34,294,400 34,294,400 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成25年９月30日 ― 34,294,400 ― 2,651 ― 662
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(6) 【大株主の状況】

平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

丸紅株式会社 東京都千代田区大手町１丁目４－２ 11,676 34.04

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－１１ 1,838 5.35

明治安田生命保険相互会社
(常任代理人　資産管理サービス信託銀

行株式会社)

東京都千代田区丸の内２丁目１－１
(東京都中央区晴海1丁目8-12)

1,102 3.21

株式会社りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町２丁目２－１ 893 2.60

丸紅建材リース取引先持株会 東京都港区芝公園２丁目４－１ 839 2.44

みずほ信託銀行株式会社
(常任代理人　資産管理サービス信託銀

行株式会社)

東京都中央区八重洲１丁目２－１
(東京都中央区晴海1丁目8-12)

748 2.18

株式会社常陽銀行
（常任代理人　日本マスタートラスト信

託銀行株式会社)

茨城県水戸市南町２丁目５－５
(東京都港区浜松町2丁目11-3)

748 2.18

株式会社みずほ銀行
(常任代理人　資産管理サービス信託銀

行株式会社)

東京都千代田区丸の内１丁目３－３
(東京都中央区晴海1丁目8-12)

652 1.90

ＪＦＥスチール株式会社 東京都千代田区内幸町２丁目２－３ 468 1.36

新日鐵住金株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目６－１ 457 1.33

計 ― 19,424 56.63

(注) １　上記のほか、当社所有の自己株式936千株(2.73％)があります。

２　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

　　　　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社  1,838千株

３　株式会社みずほ銀行から、みずほ信託銀行株式会社を共同保有者として平成25年７月22日付で関東財務局に

提出された大量保有報告書の変更報告書により、平成25年７月15日現在、以下の株式を所有している旨の報

告を受けておりますが、当社として当第２四半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができない

ため、上記の「大株主の状況」では考慮せず、株主名簿により記載しております。

なお、大量保有報告書の変更報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等
の数(千株)

株券等保有
割合(％)

みずほ信託銀行株式会社 東京都中央区八重洲１丁目２－１ 1,006 2.93

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区丸の内１丁目３－３ 652 1.90
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式　　936,000
― 単元株式数は1,000株であります。

完全議決権株式(その他) 普通株式 33,136,000 33,136 同上

単元未満株式 普通株式　　222,400 ― 同上

発行済株式総数 34,294,400 ― ―

総株主の議決権 ― 33,136 ―

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が964株含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
　丸紅建材リース株式会社

東京都港区芝公園２－４－１ 936,000 ― 936,000 2.73

計 ― 936,000 ― 936,000 2.73

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平

成19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年７月

１日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年９月30日

まで)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けてお

ります。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,257 1,348

受取手形及び売掛金
※2 7,097 6,958

建設機材 9,083 8,939

商品 115 57

材料貯蔵品 294 294

未成工事支出金 30 69

その他 278 259

貸倒引当金 △95 △73

流動資産合計 18,061 17,854

固定資産

有形固定資産

土地 8,087 8,058

その他（純額） 1,144 1,135

有形固定資産合計 9,231 9,193

無形固定資産 4 4

投資その他の資産

その他 2,616 2,561

貸倒引当金 △408 △97

投資その他の資産合計 2,207 2,463

固定資産合計 11,443 11,661

資産合計 29,505 29,516
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※2 6,270 5,823

短期借入金 9,327 9,247

未払法人税等 68 33

引当金 21 36

その他 1,267 1,389

流動負債合計 16,955 16,530

固定負債

長期借入金 2,689 2,703

引当金 187 174

その他 1,239 1,241

固定負債合計 4,115 4,118

負債合計 21,071 20,649

純資産の部

株主資本

資本金 2,651 2,651

資本剰余金 924 924

利益剰余金 3,208 3,529

自己株式 △129 △130

株主資本合計 6,654 6,974

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 86 140

土地再評価差額金 1,820 1,820

為替換算調整勘定 △127 △69

その他の包括利益累計額合計 1,779 1,891

純資産合計 8,434 8,866

負債純資産合計 29,505 29,516
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 7,721 8,916

売上原価 6,578 7,647

売上総利益 1,143 1,268

販売費及び一般管理費

役員報酬 69 67

給料手当及び賞与 458 487

福利厚生費 99 104

地代家賃 86 87

退職給付費用 40 42

その他 240 238

販売費及び一般管理費合計 994 1,026

営業利益 148 241

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 5 5

持分法による投資利益 127 197

貸倒引当金戻入額 6 30

訴訟損失引当金戻入額 61 －

その他 19 29

営業外収益合計 220 263

営業外費用

支払利息 52 45

その他 10 11

営業外費用合計 62 57

経常利益 306 448

特別利益

固定資産売却益 9 －

特別利益合計 9 －

税金等調整前四半期純利益 316 448

法人税、住民税及び事業税 34 23

法人税等調整額 △0 4

法人税等合計 34 27

少数株主損益調整前四半期純利益 281 420

四半期純利益 281 420
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 281 420

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △28 54

持分法適用会社に対する持分相当額 7 57

その他の包括利益合計 △21 112

四半期包括利益 260 533

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 260 533

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 316 448

減価償却費 87 79

退職給付引当金の増減額（△は減少） △14 △12

賞与引当金の増減額（△は減少） 8 12

工事損失引当金の増減額（△は減少） － 12

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10 △333

訴訟損失引当金の増減額（△は減少） △72 －

受取利息及び受取配当金 △5 △6

支払利息 52 45

持分法による投資損益（△は益） △127 △197

有形固定資産売却損益（△は益） △9 －

売上債権の増減額（△は増加） 865 138

たな卸資産の増減額（△は増加） 239 161

その他の流動資産の増減額（△は増加） 91 13

その他の固定資産の増減額（△は増加） 2 313

仕入債務の増減額（△は減少） △1,018 △446

未払消費税等の増減額（△は減少） 46 △1

その他の流動負債の増減額（△は減少） 101 123

その他 △10 △8

小計 543 341

利息及び配当金の受取額 37 59

利息の支払額 △53 △47

法人税等の支払額 △27 △55

営業活動によるキャッシュ・フロー 500 298

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

投資有価証券の売却による収入 － 0

有形固定資産の取得による支出 △8 △35

有形固定資産の売却による収入 10 29

有形固定資産の除却による支出 － △7

投資その他の資産の増減額（△は増加） 1 －

その他 0 △1

投資活動によるキャッシュ・フロー 3 △15

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △650 △120

長期借入れによる収入 400 1,200

長期借入金の返済による支出 △721 △1,146

リース債務の返済による支出 △19 △26

配当金の支払額 △66 △99

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,056 △192

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △553 91

現金及び現金同等物の期首残高 1,287 1,257

現金及び現金同等物の四半期末残高
※1 734 ※1 1,348
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前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成25年９月30日)

当社従業員（住宅資金） 55百万円 48百万円

THAI MARUKEN CO.,LTD. 1百万円※ 108百万円※

　 (BAHT500千) (BAHT35,000千)

計 56百万円 157百万円

　

※このうち、0百万円は、
Italian-Thai Development
Public CO.,LTD.
が再保証しております。

※このうち、55百万円は、
Italian-Thai Development
Public CO.,LTD.
が再保証しております。

　
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成25年９月30日)

受取手形及び売掛金 102百万円 ―

支払手形及び買掛金 630百万円 ―

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　１　保証債務

連結子会社以外の会社等の金融機関からの借入金に対し、次のとおり債務保証を行っておりま

す。

　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理

四半期連結会計期間末日満期手形等については、満期日に決済が行われたものとして処理して

おります。なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であった為、下記の連結会計年度末日満

期手形等を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関

係

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

　 現金及び預金勘定と一致しております。 現金及び預金勘定と一致しております。
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月22日
定時株主総会

普通株式 66 2.0 平成24年３月31日 平成24年６月25日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日
定時株主総会

普通株式 100 3.0 平成25年３月31日 平成25年６月26日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損
益計算書計上
額(注)２重仮設 重仮設工事

土木・上下水
道施設工事等

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 6,048 852 821 7,721 ― 7,721

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

0 ― ― 0 △0 ―

計 6,048 852 821 7,722 △0 7,721

セグメント利益 359 8 52 420 △271 148

(注) １　セグメント利益の調整額△271百万円は、主に報告セグメントに帰属しない当社管理部門に係る費用であり
ます。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損
益計算書計上
額(注)２重仮設 重仮設工事

土木・上下水
道施設工事等

計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 7,029 971 915 8,916 ― 8,916

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

1 ― ― 1 △1 ―

計 7,030 971 915 8,917 △1 8,916

セグメント利益 490 18 32 542 △300 241

(注) １　セグメント利益の調整額△300百万円は、主に報告セグメントに帰属しない当社管理部門に係る費用であり
ます。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

   １株当たり四半期純利益金額 8円44銭 12円61銭

    (算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(百万円) 281 420

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 281 420

    普通株式の期中平均株式数(株) 33,390,463 33,359,064

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   小   野   純   司   印

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   福   島   　力　　   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年11月８日

丸紅建材リース株式会社

取締役会  御中

　

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている丸
紅建材リース株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計
期間(平成25年７月１日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平
成25年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを
行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、丸紅建材リース株式会社及び連結子会社の
平成25年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及び
キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ
なかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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